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SEA-Teacherパイロットプログラム 実施報告書 

 

はじめに 

  

SEA-Teacherプロジェクトは、ASEANの教育関係統括国際組織である東南アジア教育大臣機構

SEAMEO (Southeast Asia Ministers of Education Organization) が 2015年に企画し、2016年より

実施する ASEAN域内各国大学間交換教育実習(internship program)である。参加大学では、

SEAMEOによる年 2回の推進会合のもとで交換実習を実施しており、大学間協定に応じては各国の教育

実習単位にも換算されるプログラムとして、すでに通常運用されている。 

 

SEAMEOにおける国内唯一の提携機関(Affiliate Member)である筑波大学には当初より参加打診が

あり、その窓口機関である教育開発国際協力研究センターCRICED (Center for Research on 

International Cooperation in Educational Development)では、その参画を模索し、人間系教育学域

川口純先生(教育開発)を 2016年度に調査派遣した。その派遣により、国内教育実習先を確保すること、経

費負担として受け入れ学生の滞在費及び国内移動費を確保すること、また派遣学生のための事前指導など

授業整備が課題となることなどがわかった。その調査を受け、吉田武男グローバル教師力開発室長(当時)

等、教職関係者及び教育組織とのすり合わせを進めたが、その実習が日本の教員免許法上の教育実習に

該当しないなどの難しさが課題となった。 

 

2018年度から教育開発国際協力研究センターは本学国際室内組織となり、全学対応を一層強化する

中、文部科学省でも海外教育実習の要請が高まった。幸いなことに、ASEAN関連の JASSO経費を担当

する野村名可男国際室東南アジア事務所長(生命環境系/グローバルコモンズ)のご尽力により、実習受入校

附属坂戸建元喜寿先生とご相談が弾み、追加調査を実施し、2019年度 CRICED経費と JASSO経費の

もとで経費根拠を整え、教育学類(藤田晃之学類長(当時)・人間学群)・附属坂戸高等学校(田村憲司校長・

生命環境系)を派遣・受入組織として 2月に派遣・受入を実施することとなった。実施体制は、主要業務を野

村名可男・建元喜寿・礒田正美が担い、事務手続きは国際室 CRICED竹中絵美及び人間系支援室矢内

理恵子が担当した。派遣準備授業は教育学類開講科目「算数数学教育教材論(現在名：海外授業研究演

習)」、派遣授業は「算数数学教材論演習(現在名：海外授業研究実習)」であった。 

 

筑波大学の性格上、学類授業は全学から履修可能であり、授業を履修した派遣者は人間学群 2名(内教

育学類 1名)、他学類 4名であった。受入学生はタイ・インドネシア・フィリピン 3大学(本学大学間協定校か

ら選出)から 6名である。交換インターンシッププログラムとしては、SEA-Teacherプロジェクトの下、筑波大

学がハブ機関として 4大学 24名のプログラムを実施したことになる。 

 

2019年度の実施成果は、本報告書に示すように、学生にとっても、また実施者側にとっても非常に有意

義な実践であった。2020年度については、本報告書をふまえて準備してきたものの、実施予算、授業枠、

実施組織も確定し、本報告書を踏まえて 2020年の展開を準備してきたものの、現状では COVID-19によ

る on line授業の下では実施困難な状況にある。現在、2021年に向け継続実施を予定し、現在も相手先大

学と協議中である。本報告書を「SEA-Teacherパイロットプログラム」としたのは、今後、教育学類における教
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育業務としていくに際して、関係組織で、教育分野における海外実習の意義を共有すること、必要な業務内

容を共有すること、そして国内他大学における拡大可能性を願ってのことである。継続実施及び拡大に際し

て、本報告書を参照いただければ、たいへん幸いである。 

  

2020年 7月 30日 

  

教育開発国際協力研究センター長 礒田正美 

東南アジア・台湾地域責任者 野村名可男 

附属坂戸高等学校 建元喜寿 

編纂(国際室 CRICED担当) 竹中絵美 
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1. 実施スケジュール 

2019年 6月 派遣学生募集開始 

7月 7月～9月 パイロットプログラム実施校別に個別オンライン会議 

6月～9月 派遣希望学生対象オリエンテーション 

8月 8/31派遣学生応募締切 

9月 9/3 派遣学生 6名決定・通知 

TSSP立ち上げ準備（受入学生用） 

10月 参加校全校（4校）でオンライン会議（第一回） 

11月 参加校全校（4校）でオンライン会議（第二回） 

SEAMEO 主催 SEA-Teacher Evaluation meeting 出席（タイ・ピサヌロー

ク）、パイロットプログラム実施校 4校・顔合わせ 

12月 12/17-12/18 派遣学生個別面談（英語力、現地注意事項、希望渡航先、希望

担当科目等確認） 

12/19渡航先決定、実習校情報（寮など）を学生に通知 

本学受入学生用に Pre Departure guide を作成し、各校コーディネータに配

布（待ち合わせ場所、日時、附属坂戸高校・本学概要、Wi-Fi（eduroam 準

備）、宿泊施設、実習スケジュール等） 

厚生労働省の予防接種関連ページ、文科省留学関連ページを学生に通知 

各校受入・派遣学生決定・通知 

全参加学生 BioDataSheetの作成・提出 

LoAの取り交わし（電子サイン） 

2020年 1月 1/6 学生に渡航準備をアナウンス（フライト手配、海外旅行保険、OSSMA、た

びレジ登録 等） 

1/17-1/20 集中講義実施（算数数学教材論）、TEXCO入力（受入学生） 

BEVI実施（渡航前） 

JASSO奨学金実施前レポート提出 

渡航日決定（受入校との協議による） 

学校別の Letter of Acceptance取り交わし（誰をいつ、どの学校で受入・派遣

するかを記載。各校の事務手続きで使用） 

SEAMEO事務局（以下 SEAMES）が Onlineブログトレーニングを実施 

2月 2/6-3/6 実習（日付は実習国発着日） 

空港送迎等 アテンド（計 4回） 

実習先モニタリング（3校訪問） 

3月 実習終了・学生帰国、帰国報告会、実施所管打合せ（受入校（UTSS）） 

BEVI実施（渡航後）、TSSP実施報告書提出 

JASSO奨学金 帰国報告書提出 

SEAMS報告書作成 

4月 ブログ作成・SEAMES報告書締切 

BEVI分析 
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5月 ブログ評価、SEAMES e-certificate参加証 

6月 ブログ再評価・再々評価（不合格者のみ） *7月追記 

7月 SEAMES e-certificate修了証（ブログ合格者のみ） 

JASSO奨学金受給者のみ成績表コピーを回収し、学生交流課に提出 

*7月追記 
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2. 筑波大学の参加について 

SEA teacher projectへの筑波大学参加に向けて 

 

SEA teacher project（以下 STプロ）は、SEAMEO（東南アジア教育大臣機構）が実施する、東南アジア地

域における教員養成課程の協調促進、質向上を目的として実施されているプロジェクトで、教員養成課程の

中で重要な必修科目である教育実習を東南アジア地域内で国境を越えて行うものである。2016年 1月に第

1期に始まり、2019年までに第 8期が実施され、参加大学、参加学生数は堅調に増加しており、2019年の

第 8期では参加国 4か国、参加大学 90大学、参加学生数 419名に達している。 

SEAMEOは異なる教育・研究分野における独自のミッションを持った 26のセンターを東南アジア 9か国に

有し、26のセンターが様々なプロジェクトを実施し、SEAMEO事務局（SEAMEO secretariat）はその統括

組織として機能している。2016年に当時の SEAMEO事務局長 Dr. Gatot（事務局長任期：2015-2019）に

より、東南アジアにおける将来の教育の方向性を見据えた 7 つの重点項目（SEAMEO 7 PRIORITY 

AREA）が提示され、26のセンターは 7つの重点項目に沿った事業活動を推進している。 

 

2016年に SEAMEO事務局によって提言された 7つの重点項目（SEAMEO 7 PRIORITY AREA） 

 

7 つの重点項目のうちの 5 番目が「Revitalizing Teacher Education」となっており、SEAMEO 事務局は

STプロを傘下のセンターによる運営ではなく、SEAMEO 事務局が直接実施するフラグシッププロジェクトと

して位置付けている。本学は、日本国内唯一の SEAMEO アフィリエイトメンバーとして、TSUKUBA-

SEAMEO シンポジウム開催など、これまで多くの貢献をしてきたが、ST プロのさらなる質向上を目的として

本学に対して SEAMEO 事務局から STプロへの参加依頼があった。一方、本学では、国内初等中等教育

課程における外国人子弟の増加に伴う教員養成課程の国際展開、本学附属坂戸高校における SGH、

WWL 事業推進に伴う東南アジア諸国との連携強化が急務となっている。こういった現状を鑑み、まず、パイ

ロット事業として 2020 年 2 月に試行的に実施することとした。交流相手先としては、本学と交流協定及び実

質的な学生交流活動の実績のある、コンケン大学（タイ）、インドネシア教育大学（インドネシア）、セントラル

ルソン州立大学（フィリピン）とし、各大学から 6名の学生を選抜し、双方向で実施することとした。さらに、コン

ケン大学には本学の SEAMEO 対応を担当する CRICED(Center for Research and International 

Cooperation in Educational Development, 筑波大学教育開発国際協力研究センター)の海外事務所が

設置されており、本学とはさまざまな国際共同事業を推進している。また、コンケン大学は東南アジア地域に
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おける教員養成の拠点を目指す IRDTP（Institute for Research and Development in Teaching 

Profession for ASEAN）が設置されており、教育担当副学長である Prof. Maitree Inprasithaのリーダー

シップのもとに本事業に対する全学的な協力を得ている。 

今後、パイロット事業により、学生と教育組織に対する効果及び準備すべき点などを明らかにすることで、本

学および日本の他の高等教育機関の ST プロへの参加を円滑に進めることが期待される。パイロット事業の

結果については現在解析中であるが、参加大学、参加学生による事後評価アンケートからは、満足度の高

い結果が示され、既存の ST プロでは得られない効果も得られたとの意見もあった。パイロット事業の結果に

関する詳細な解析については、ST プロ参加全大学が参加し開催される ST プロ Evaluation Meeting

（2020 年 11 月インドネシア・マラン開催予定）にて参加大学、SEAMEO 事務局に対して口頭発表の形で

共有する予定である。 

 

筑波大学 

国際室 

東南アジア・台湾 地域責任者 

 

グローバルコモンズ機構 

国際交流支援部門 部門長 

 

野村 名可男 
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3. 派遣学生の履修内容と事前指導について 

 

教育学類開講「算数数学教材論」及び「算数数学教材論演習」 

 

授業担当 人間系教授 礒田正美 

 

令和元年度(2019)に SEA-Teacher 派遣学生(outbound)が必履修した授業は教育学類開講「算数数学

教材論(2 単位：以下、事前指導と呼ぶ)」及び「算数数学教材論演習(1 単位：以下、実習と呼ぶ)」である。

2018 年計画時に科目名変更が間に合わなかったために、科目概要を変更して開講され、派遣先でタイ・コ

ンケン大学 2名、インドネシア・インドネシア教育大学 2名、フィリピン・セントラルルゾン州立大学 2名の計 6

名が履修した。内訳は教育学類 1名、心理学類 1名、国際総合学類 3名、社会工学類 1名であり、教職履

修者 1 名、外国人 1 名であった。事前指導に定員はないが、実習にはグローバルコモンズ野村先生の

JASSO奨学金枠並びに附属坂戸高校の実習受入枠(Inbound)の都合がから 6名であり、通常履修に加え

て 6月に募集し、9月に面接し選考された。事前指導の履修者も結果として 6名であった。 

 

1. 事前指導 

事前指導科目は、1 月 17 日(金)および 20 日(月)に集中で実施された。授業担当者は礒田であり、協

力者は Teh Kim Hong (SEAMEO RECSAM)先生であり、授業の使用言語は英語である。その目的

は、教材研究とは、内容に目標を埋め込む行為であることを知り、自ら教材研究し、指導案をかけるよう

になること、模擬授業で相互に共同的に深めあう習慣を得ること、よい授業づくりへの批判的検討視野

を醸成することである。特に Teh 先生は、指導案作成およびマイクロティーチング協議、及び各議論時

のまとめで貢献された。 

 

◆1日目、1月 17日の内容 

教師にとっての授業の目標、生徒にとっての学習課題、何が既習で何が未習かを知る意図から授業研

究ビデオ(小学校 2 年生)を視聴した。「なぜ」を問うことを求め、「なぜ」を問う視点には、教師がなぜそう

したのか、生徒がなぜそうしたのかがあり、そのなぜを通して既習、未習が見分けられること、そこに教師

の意図としての目標があり、生徒にとっての学習課題があることを確認した。特に新教育課程の三本柱、

並びに「自ら学び自ら考える子ども」をいかに育てるか、資質・能力の育成が求められる背景を話題にし

て、日本の先導的な目標論の存在を確認した。 

次に小学校 1年算数教科書英語版を利用し、先のビデオでの「なぜ」に答える内容が、1年生で学習さ

れていること、すなわち既習をもとによく育てられた生徒であることを確認するとともに、数字の導入から、

たしざん１とひきさん１までの内容を「なぜ」を問い回答を協議しながら読解し、教科書内容の目標を読

み取る行為を体験した。 

 最後に指導案のフォーマット、板書指導案のフォーマットを確認し、インタラクティブに展開する授業づ

くりの方法を確認し、残りの 1年生教科書内容から、指導案を作成することを宿題とした。 

 

◆2日目、1月 20日の内容 

 土日 2日間をかけて準備した各自の指導案、教材・教具を前提に、マイクロティーチング 30 分、協議

30 分という時間枠で、全員が提案授業を発表し協議した。発話の仕方、問いの出し方など、伝わらない
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内容については、途中でも介入して再考を求めた。 

 指導案不十分な者 2名、教具の工夫に頼る者 2名、準備がよくなされて、途中介入する必要なく安心

して授業をみとれる者 2名であった。 

 

2. 実習 

 実習は、コロナウイルス蔓延以前に実施された。それぞれの概要は、実習状況調査に赴いた野村先

生に報告を委ねる。 

 特に実習の評価は、帰国報告及びアンケート、野村先生の調査をもとになされた。事後アンケートから

は、事前指導が効果的であったことが確認された。 

 

3. 課題 

 参加学生のアンケート結果にみるように海外実習として事前指導、実習ともに好評であった。課題は

次の点である。 

◆3年生以上で 2月派遣、教職課程という SEA Teacher内規と関連した課題は次の３点である。 

課題 1．本学の派遣学生の学年次 

3 年次 2 月期は卒論、就職活動が始まる時期であり、3 年次の希望者はなく、2 年生の

単位履修者を選考した。 

課題 2．教職単位履修の有無 

本学には教員養成学部はなく、指導案作成などは 3年次の履修内容であり、2年次まで

には、教職単位履修学生でも教育原理、教育心理などに限られた履修段階である。 

課題 3．教育実習には該当しない 

東南アジア内では協定により、教育実習に数えられるが、日本の免許制度では、日本の

教育課程を実施する学校での実習のみが教育実習に該当する。 

◆実習を希望する学生が必ずしも履修できない問題と関連して次の 2点がある。 

課題 4．教育学類生の履修困難 

教育学類生は約半数が小学校免許を取得するため、2月ではそれ以外の学生のみが履

修可能となる。 

課題 5．他学類生の履修困難 

他学類生で教職未履修の背景には、上限取得単位数の問題があり、そのために履修申

請が遅れる学生が 2名いた。JASSO奨学金取得には、単位履修が必須である。 

 

 その他、安全上の処置の徹底、単位履修でありかつ学生が自腹で渡航するため自由行動は認められ

ないことの徹底などが課題である。 
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4. SEA-Teacherプログラム概要 

SEA-Teacherは 2016年から SEAMEO（東南アジア教育大臣機構）が主催している東南アジアの国

境を越えた教育インターン*プログラムである。国境を越えて教育インターン* を実施することにより、教

員養成課程の全体的な底上げを図り、東南アジアの教員の質向上を目指す。今回（2020 年 2 月）、日

本の大学が初めて参加することから、通常プログラムをベースに、実施校選定や参加人数等条件を調

整したパイロットプログラムとして実施した。 

*実施内容は「教育実習」だが、教員免許条件と誤認する恐れがあるため、「教育インターン」とする。 

 

 

5. SEA-Teacherパイロットプログラム概要 

① パイロットプログラム 

本学学生 6 名（以下、派遣学生）を教育学類が開設する「算数数学教材論演習」として、予め指

定・調整した 3校（具体的な実施校は下記）に 2名一組で派遣した。当該科目は、「算数数学教材

論」も必ず履修し、そこで教授法等を学ぶ。担当教員は、両科目ともに礒田正美人間系教授。派

遣先では各受入校が企画した実習に参加、その実施内容は各校に一任した。 

同様に、本校では実施 3 校から 2 名ずつ計 6 名の学生を、短期研修プログラム（通称 TSSP、別

紙：TSSP 開設届）* 実習生（以下、受入学生）として、人間系が受け入れた。受入学生は、

SEAMEO シンポジウムに参加（東京キャンパス）、附属坂戸高校にて研究会参加や教育インター

ンシップを 3週間行い、その後、つくばキャンパスにて課外学習や総括を行った。なお本実習は受

入・派遣ともに教員免許要件の「教育実習」には該当しない。 

受入 ・派遣ともに 、参加学生は実習実施前後に BEVI （ オン ライン分析ツール： 

http://jp.thebevi.com/）**を実施し、その成長や変化を諮った。 

*TSSP 名称は「海外教育インターンシップ SEA-Teacher プログラム（International Education 

Internship SEA-Teacher program）」。国際室担当者が必要書類を作成し、人間系エリアコモンズに

提出。同部署から担当部局に提出。 

**2020 年度の BEVI 契約は継続決定。2021 年度契約は予算の都合から、困難との見通し。（SGU

寺沢氏より連絡） 

 

② パイロットプログラム実施における本学の目的 

日本国内の初等中等教育課程では外国人子弟の増加しており、国内の学校に通う外国人児童生

徒への教育を省察することが目的。 

1） 教員志望の学生に、海外での教育実習参加の機会を提供する（英語実習の機会を提供する

ことで国際的視野を育成し、文化的多様性を認め、柔軟性に富んだ教育関係人材、教員を養成

する） 

2） 文科省が実施している WWL（ワールド・ワイド・ラーニング コンソーシアム：本学附属坂戸高

校も参加）における「教員養成課程の国際化」に貢献する。 

3） 学習環境や機会の相互提供を通じ、グローバル教員養成課程を整備する。 

4） 相互交流による教育技術と教育学研究の共有化を促進する。 
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6. パイロットプログラム実施校 

奨学金やこれまでの協同研究や交流経緯から、既に本学と協定のある下記の大学間で実施した。

（各校から 2名ずつ 3校に学生を受入・派遣し、計 6名で実習実施） 

 コンケン大学（タイ/ 以下 KKU） 

 インドネシア教育大学（インドネシア/ 以下 UPI） 

 セントラルルゾン州立大学（フィリピン/ 以下 CLSU） 

 筑波大学（日本）、附属坂戸高等学校 

 

 

7. 参加学生 

人数： 実施規定（以下 LoA）により受入・派遣人数は 6名ずつ、同数とした。 

派遣人数：6名（2名ずつ 3校に派遣） 

受入人数：6名（2名ずつ 3校から受入） 

学年： 2年次単位取得者以上（学部生） 

専攻： 社会・国際学群 国際総合学類 

理工学群 社会工学類 

人間学群 教育学類、心理学類 

人文社会科学学部 英語専攻、社会・人類学専攻 

経営学部 観光・ホスピタリティ専攻 

教育学部 数学専攻、化学専攻、価値教育専攻、総合初等教育専攻 

実習科目： 数学、英語、体育、化学、生物、道徳 

 

① 派遣学生 

教育学類 算数数学教材論（2 単位）、算数数学教材論演習（1 単位）の授業の一環として派

遣した。 ※教員免許取得のための教育実習に該当しない。 
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1） 募集告知 

2019年6月末～8月末まで募集した。募集方法は、ポスター掲載（中央図書館、人間系棟）、

チラシ配布（留学説明会、中央図書館、人間系棟）、CRICED ウェブサイト、グローバルコモ

ンズサイト、大学 Facebook、大学 Twitter、TWINSである。オンライン告知が最も有効（アン

ケート結果より）だった。（別紙：ポスター） 

 

2） オリエンテーション 

 6～9 月、派遣希望学生を対象に募集オリエンテーションを行った。グループ、個別あわ

せて 18名の学生が参加した。内容は下記の通り。 

 プログラムの概要（実習目的、渡航先、実習内容、実習科目、旅費・費用・奨学金、渡

航時期、本学の授業科目、現地情報（気候、風土、衛生、ネット環境 等）） 

 たびれじ、OSSMA、海外渡航届の登録、海外渡航保険の加入が必須であること* 

 教職員の引率がないこと 

 当該プログラムは今回が日本でも初めての試み（パイロット）であること 

 ブログ作成が必須であること 

 12 月、渡航先決定のための個別面談兼個人オリエンテーションでくれぐれも安全と健康

に気を付けることを伝えた。 

 渡航先決定時、厚生労働省の予防接種関連ページ、文部科学省留学経験者ページ（と

びたて）を学生にメールで通知した。 

 

*たびれじ、OSSMA、海外渡航届、海外渡航保険の登録確認として 1 月に写真を提出

させた。（保険についてはクレジットカード付帯を希望する学生については条件等を確認

することを再度アナウンスし、礒田先生・野村先生に相談のうえ、了承） 

 

3） 応募・締切 

応募方法は CRICED サイトに掲載告知した。2 科目の履修登録以外の応募条件は設けず、

希望者は 8月 31日までに下記 3点をメールで提出。8名の応募があった。 

①参加申込書 

②2018 年度の成績証明書（1 年生の場合は 2019 年度春期の成績証明書）* 

③TOEFL ITP スコアシート（または他の英語検定スコアシート。TOEIC を除く） 

*②は奨学金支給の確認用に回収した。 

 

4） 選考 

選考は提出書類をもとに、秋C学期の授業の有無や成績評価（奨学金支給対象か）を考慮し

決定した。渡航決定者には安全面や実習中の注意事項、写真・動画の二次利用等を記載し

た誓約書をあらかじめ作成し、提出を依頼した。 

 

5） 奨学金 

派遣学生には渡航費用のサポートとして【JASSO 奨学金（旅費なし）】【はばたけ！筑大生】

の奨学金を充当した。学生の成績評価によって【JASSO＋はばたけ】、もしくは【はばたけ】の

みを利用し、合計金額は一律 10万円/名とした。受入学生には奨学金を支給しなかった。 

備考： 渡航記録として、往復航空券半券を提出。【JASSO 受給者】は各所属支援室に【は

ばたけのみの受給者】は人間エリア支援室に提出した。 
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② 受入学生 

学生の選考は各実施校に一任した。受入学生には安全面や実習中の注意事項、本学にお

ける情報セキュリティ、写真撮影時の注意事項、写真・動画の著作権、写真・動画の二次利用

等を記載した誓約書をあらかじめ作成し、提出を依頼した。 

 

 

8. 実習期間 

2020/ 02/ 06- 03/ 06 

LoA に基づき、実習日は渡航日含む 30 日間とした。これは ASEAN 諸国が VISA なく渡航でき

る期間に基づいている。（日本は滞在期間に関わらず、VISAが必要） 

 

 

9. 実習内容 

実習内容は、プログラム目的の認識を再度統一確認したうえで、各受入校に一任した。 

（別紙：各校の実習スケジュール） 

 

① 受入時のアテンド 

1 ヵ月の受入期間中、LoAに基づく空港の往復送迎を含め、4回のアテンドを行った。 

 成田空港→実習校（坂戸附属高校）： 空港出迎え。入居サポート。 

 実習校→東京キャンパス： 通勤時間の電車移動を考慮。 

 実習校→つくばキャンパス： 退去サポート含む。 

 つくばキャンパス→成田空港： LoAに基づく空港送迎。退居サポート。 

 

受入実習の様子 
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派遣時の様子 

KKU（タイ）  

  

UPI（インドネシア）  
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CLSU（フィリピン）  

  

 

② モニタリング 

実習中、当該プログラム担当教職員*が各校に伺い、学生および担当教職員にインタビュー

をし、モニタリングを行った。これまでも SEA-Teacher プログラムを担当してきた UPI 担当者

から「コーディネータによるモニタリングは初めて。改善点や課題が見つかりやすくなるため、

モニタリングする側、される側両方にメリットがある」という評価を得た。また実習中の学生に会

うことで、生活環境や実習内容など、一緒に実習に参加している他学の学生も交え、率直な

話を聞くことができた。 

*野村准教授（KKU、CLSU訪問）、竹中国際室職員（UPI訪問） 

 

派遣先モニタリング確認事項： 

① 受入校では SEA-Teacherがプログラムとして、広く知られているか 

② 受入校の先生の英語力 

③ プログラムはワークショップ中心かそれとも座学中心か？（受身の学生でも参加に支障な

いか？積極的な学生のほうがいいか？） 

④ これまで SEA-Teacherに参加した学生のその後の進路 

⑤ これまで SEA-Teacherに参加した学生が、留学生として戻ってきた実績 

⑥ SEA-Teacher以外の大学が実施しているプログラムに参加できるか？ 

⑦ 受入校の国の文化を知るプログラムがあるか？ 

⑧ 受入学生が事前に勉強した方が良いと思われる事項 

⑨ 派遣しないほうがいいと思われる学生の例（今回派遣された本学学生が知らなかった東

南アジアの教育課程では常識事項 等） 

⑩ 派遣された本学学生の質（コミュニケーション力、基礎知識、態度 等） 

⑪ 寮の設備（キッチン、部屋、シャワー、トイレ、ランドリー、カフェテリア、周辺店舗、WiFi な

ど） 

⑫ 受入校での SEA-Teacher プログラムに対する熱量（やる気満々な実施か、片手間な実

施か） 
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③ ブログ 

SEA-Teacher に参加する全学生は、英語ブログによる実習レポートの作成・公開が義務付け

られている。そのため、参加決定時に、写真等の個人情報を含むブログ作成に際して、本人

の了解を得た。ブログ作成方法、記載すべき内容、注意事項については、SEAMESが 2020

年 1 月、学生を対象にオンラインセミナーを実施した。同セミナーは、現在でも録画動画を視

聴可能である。学生が作成したブログは、実習終了後、各受入大学が評価した。評価後、本

プログラム参加のディプロマ（修了証）が本人に渡され、特に優秀だったブログについては

Evaluation mtgで表彰されることになっている。 

 

SEA-Teacherサイト（学生ブログURL掲載）： https://seateacher.seameo.org/ 

ブログトレーニング動画：https://youtu.be/Jl4ZkQU1n3Y 
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派遣：KKU（タイ） 

https://seameoblogenergy.water.blog/ https://seamemo.water.blog/ 

 

 

派遣：UPI（インドネシア） 

https://brianseameo.water.blog/ https://kichintoseameo.water.blog/ 

 

 

派遣：CLSU（フィリピン） 

https://seateachertraining.travel.blog/ https://seateacher20202philippines 

maorisato.home.blog/ 

 
 

  

https://seameoblogenergy.water.blog/
https://brianseameo.water.blog/
https://kichintoseameo.water.blog/
https://seateachertraining.travel.blog/
https://seateacher20202philippines/
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受入：KKU（タイ） 

https://tryteacher.wordpress.com/ 

 

受入：UPI（インドネシア） 

https://zuldhanty-seateacher.blogspot.com/ 

https://echnyan.wordpress.com/ 

 

 

受入：CLSU（フィリピン） 

https://itsmekenly.wixsite.com/mckenlycordero 

https://jackforreal47.wixsite.com/ 

kriselpilotbatch 

 

 

 

 

10. 参加校取りまとめ・SEAMESへの報告 

通常プログラムでは SEAMESが参加校の取りまとめを行う。しかし今回はパイロットプログラムのた

め、実習準備より、参加校の取りまとめを本学が行い、情報収集、資料作成依頼、締切の徹底、回

収、提出など、SEAMES対応の窓口業務を行った。 

① 実習準備資料 

Bio Data Sheet (参加学生の個人調書)、Placement資料（各学生の実習科目、学年、トピッ

クなど）を作成・取りまとめ・提出。 

② 実習報告書類 

SEAMES が作成した下記 6 件の報告書類を提出した。当初、報告書提出締め切りはプログ

https://zuldhanty-seateacher.blogspot.com/
https://jackforreal47.wixsite.com/
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ラム終了の 3 月末だったがコロナウイルス感染拡大防止措置が各国でとられたことによる配慮

から、4 月末に延長した。同じくブログ作成締め切りが 4 月末に延長したことから、ブログ評価

フォーマットは 5月に届き、同月末がその締め切りとなった。 

 

下記の報告書 2.はWord形式、報告書 6.、7.は Excel形式である。その他はすべて Google フォームによる

報告だった。 

 Document name 

Link Done by (who will answer) 

1 Overall Project Evaluation Form for Students 

https://forms.gle/vPRdoMv8w6qVLfuf8 Students 

2 Overall Project Evaluation Form for Coordinators 

Word形式 Coordinators 

3 Personnel Database 

https://forms.gle/AguyZQoPes5B3aBj7 Coordinators 

4 Student Database & Blog Address Submission 

https://forms.gle/FTkpFgD1ESHCdN3V9 Coordinator of sending university 

5 Student Teacher Performance Evaluation Form 

http://bit.ly/2RyXDoM Coordinator of receiving university 

6 Rubric for Evaluation the Performance of Partner Universities in Implementing SEA 

Teacher Project 

Excel形式 Coordinators 

7 Blog evaluation 

Excel形式 Coordinator of receiving university 

 

 

11. BEVI分析 

パイロットプログラムの全参加学生を対象に、実習前・後の計 2 回、BEVI を実施した。BEVI は

Beliefs, Events, and Values Inventoryの略で、留学の学習成果を客観的に測定するための心

理分析テストである。17カテゴリーのうち、下記に着目し分析を行った。 

 

プログラム満足度 

 全体比較（最も変化が「あった」もしくは「なかった」カテゴリー） 

 トータル高／低スコア者の背景、プロフィール（どのような学生が参加に適しているか） 

 異文化受容性の変化 

プログラム満足

度 

プログラム満足度が高いまたは非常に高いと回答した割合は、実施前・後とも

に 70％を越えた。満足度によるプロファイルデータ Aggregate Profile by 

Satisfaction を分析すると、フルスケールスコア下位 30％集団と上位 30％集

団において、それぞれにスコアパーセンタイルが上昇したスケールが多数みら

れ、特に「（3）Needs Fulfillment／高」「（5）Basic Openness／高」「（7）
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Basic Determinism／低」「（11）Self Awareness／高」「（15）Sociocultural 

Openness／高」「（16）Ecological Resonance／高」の 6 スケールでは、下

位・上位両集団ともに顕著なスコア上昇が確認された。 

この結果により、当プログラムの前後で、満足度によるプロファイルは、「経験、

欲求、感情、思考においてオープンで正直である傾向（3、5）、自己の複雑性

を受け入れ、同時に他者の複雑性をも許容する傾向（11）、文化、経済、教

育、環境、ジェンダー、国際関係、政治に関する様々な行動、政策、実践につ

いて進歩的でオープンである傾向（15）、人、環境・サステナビリティ問題に強

い関心を持つ傾向（16）」が強くなり、「人・結果は変わらないという決定論にと

らわれる傾向（7）」が弱くなるということが読み取れる。言い換えると、元来、上

記のような傾向を持つ人は、高い満足度で当プログラムに参加できる可能性を

持っていると結論付けられる。 

全体比較 全体プロファイルAggregate Profileに注目すると、プログラムの前後でスコア

パーセンタイルが最も大きく変化したスケールは、「（4）Identity Diffusion」

で、最も変化しなかったスケールは、「（5）Sociocultural Openness」である。

「（4）Identity Diffusion／アイデンティティの危機、自分や将来に対する不

安という自己同一性拡散」スケールスコアが大きく上昇していることは、当プロ

グラムが「アイデンティティの確立、自分や将来に対する不安の払拭」に大きく

影響したということ、一方「（5）Sociocultural Openness／文化、経済、教育、

環境、ジェンダー、国際関係、政治に関する様々な行動、政策、実践につい

て進歩的、オープンである」スケールスコアの変化がなかったことは、当プログ

ラムがこれに影響していないということを示している。ただし、ここで変化のなか

った「（5）Sociocultural Openness」は、実施前においても、80％を越え、もと

より十分に高い数値であったことも加えておく。 

トータル高／低ス

コア者 

今回の実習参加学生の場合、高トータルスコア集団は「 （ 5 ）Basic 

Openness」、「（3）Needs Fulfillment」、「（11）Self Awareness」、「（10）

Emotional Attunement」が他者より高く、「（14）Gender Traditionalism」、

「（7）Basic Determinism」「（13）Religious Traditionalism」、「（6）Self 

Certitude」が他者より低い。つまり「ジェンダー的伝統主義（14）、人・結果は

変わらないという決定論（7）、宗教的伝統主義（11）の傾向が強く、自分に対

する確信が強い（6）」という特徴を有する学生よりも、「基本的な思考、感情、

欲求について、オープンで正直（3、5）であり、自己の複雑性を受け入れ、同

時に他者の複雑性をも許容（11）することができ、さらに、豊かな感受性、社交

性を有し、親和的で感情表現を大切にする（10）」学生が本プログラムに適し

する傾向があったといえる。 

異文化受容性 「15. Sociocultural Openness」、「16. Ecological Resonance」、「17. Global 

Resonance」に注目して、分布の累積を比較したところ、総じて下位デシルか

らのシフトアップしていることが確認できた。これらの結果は、本プログラムを通

してその前後で「異文化受容性が高まった（強くなった）」と結論付ける有力な

材料である。 
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12. 実習後 学生アンケート・帰国報告会（抜粋） 

 各国の指導方法の違いを知ることで、授業の組み立て方や教え方の幅が広がった。 

 実習国だけでなく、他国の参加者と実習することで、異文化体験になった。 

 教員としての資質や指導力、語学、国際人としてのふるまいについて考えるきっかけになった。 

 今後の進路における選択肢の幅が広がった。更なる留学に興味をもった。 

 自分に自信をもつことができた。 

 相手に伝わる単語の選び方など、英語を使ったコミュニケーションのトレーニングになった。 

 様々な宗教観について知ることができた。 

 海外で、自国がどのように受け入れられているか知って誇らしかった。 

 大きな組織の中でたくさんの人との報告、連絡、相談を滞りなく行う重要さを知った。 

 教員という職業の厳しさを実感した。 

 各国の「教員職」の社会的地位について知った。 

 一期生が先輩として、次期生に情報や体験談を伝えるプラットフォームを作ってほしい。 

 

 

13. 実習後所管 附属坂戸高校（受入実習校） 

 実施して良かった。今回くらいの実施期間（2-3週間）なら、また実施可能。実施前消極的だっ

た田村校長先生からも「担当教員だけでなく、留学に興味をもった学生があるなど、多方面な

刺激になった。今後も機会があればぜひ協力したい」とのコメントがあった。 

 附属坂戸高校生、教員ともに良い影響を与えたと思う。英語が不安だと話していた教員も、積

極的に英語で「滴下（てきか：液体の試薬を少量ずつ加えること）」の説明を行うなど、今回の

ST プログラムは教員にとっても有意義であったと思われる。高校生は実習内容をすべて理解

しているとは思えないが、留学や海外に興味をもつなどの影響があった。 

 受入校の英語力は英検 2級程度以上あれば良いと思う。（附属坂戸高校は一般校としては特

殊だが、インターナショナルスクールではない学校での実施に意味があった）今後はぜひ他

校、特に国際教育・グローバル教育に力をいれている学校の参加も促したい。 

 機会がありMEXTのWWL担当者に STの写真を見せたところ、絶賛された。教員養成、ネ

ットワーク構築などに興味があるWWL採択校に提案するべき。 

 附属坂戸高校・地歴担当の教員からも「SEA-Teacher プログラム自体は、附属学校だけでは

なく日本にとってもかなり良いインパクト（グローバル教育に関して）を持つと思う。外部に成果

発表する価値があるのでは？」とのコメントがあった。 

（別紙：Tsuku Comm掲載記事） 
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14. その他 

① 実習中のコロナウイルス対策 

2020 年に流行したコロナウイルス感染予防のため、手洗い、うがい、アルコール消毒、マスク、

換気などに留意するほか、受入学生に対しては毎日朝夕 2 回体温を測定した。次年度以降

は、こうした感染症が発生しない限り、体温測定は不要の予定。 

 

② 経費 

LoA により、受入学生の宿泊費（布団レンタル費、学生寮）、国内移動費（空港～学校往復）

を受入校（CRICED予算（運営費交付金））が負担した。 

項 目 金 額 （円） 

準備打合（Evaluation meeting出席）、下見出張費 455,574 

アテンド出張費（職員） 空港送迎、坂戸高校～つくばキャンパス 25,370 

アテンド出張費（短期雇用学生）空港送迎、坂戸高校～東京キャンパス、

坂戸高校～つくばキャンパス 

26,840 

実習モニタリング費 166,333 

受入学生宿泊費（布団レンタル含む） 158,922 

受入学生交通（空港往復） 36,000 

Excursionバス借り上げ費* 

*ExcursionはAIMSプログラムと合同実施。Welcome partyとFairwell 

party も合同とし、費用は AIMS プログラム担当部局（グローバルコモン

ズ）と折半した。その本プログラム負担分。 

84,500 

短期雇用 25,925 

受入校謝金（物納） 193,473 

VISA書類送付費 17,469 

合計 1,190,406 

 

15. 今後の課題・提案、所管（ロジスティクス） 

派遣学生  派遣学生の選考には、成績評価や所属学部、教員志望の如何だけでなく、実習目的の理

解・認識、海外渡航経験も重視してはどうか。特に渡航経験については、住環境が現地の

学生寮のため、慣れていない学生には不向きというアンケート結果があった。 

 学生にプログラムの目的をよく理解してもらうため、説明会参加を応募必須条件としてはど

うか。 

 渡航が決定した段階で、学生自身に、所属支援室に連絡を取らせ、学生・支援室・プログ

ラム担当者との連携をはかる。それにより奨学金、フライト、履修登録などのミスを防ぐ。 

 プログラム実習に抱き合わせた私事渡航厳禁であることを繰り返し伝える。万が一、従わな

い場合は取り直させるなど厳密に徹底する。 

 より渡航先に特化したオリエンテーションを求めるアンケート回答があった。各国別の基本

的な入国・生活ガイドを渡航先決定時に配布してはどうか。また渡航先決定時、参加学生

に各渡航先に関するレポートを作成させてはどうか。渡航先について自分で調べない受身
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の学生は不向きだと思われる。 

受入学生  教育インターンを行うにあたり、少なくとも教職を履修している、もしくは指導案作成につい

ての指導が必要。 

 学生の英語力は TOEICや TOEFLなど、具体的な指標を提示してはどうか。 

 各校ともに受入学生に対し、渡航前に 1 時間程度の Online ガイダンス・オリエンテーショ

ンを実施してはどうか。（プログラム目的、科目や単元、生活習慣など）今回、本学で受け入

れた CLSUの学生は渡航前に文化・習慣・マナーについて 1日セミナーを受けていた。そ

の成果もあり、実習態度の評価が最も高かった。また同行では参加学生の保護者に対して

もプログラムのガイダンスを実施したとのこと。 

 バディを設けてほしいというアンケート回答が多かった。 

実施期間  予測不能な事態を考慮し、現地出国日は渡航から 29日目としてはどうか。 

 受入・派遣の時期をずらすと、対応しやすい。特に受入は、日本の教育実習の時期と一緒

に行えば、受入学生と日本人教育実習生、双方にとって得るものが多いと思われる。逆に

受入・派遣の時期が同時だと、大学が休暇の時期に行わざるを得ず、日本人学生との交流

が少なくならざるを得ない。 

実習 【アテンド】 

 国際室課長から、空港送迎は不要ではないか？との指摘があった。 

【フライト】 

 渡航先担当者が空港で出迎え・送り出しを行うため、フライトの離発着時間を考慮するよう

受入学生だけでなく、派遣学生にもアナウンスする。もしくは利用する便を指定してはどう

か。 

【バディ】 

 学生によるバディをつける。アンケートによると坂戸、つくばを通じたバディが理想。 

【WiFi】 

 受入学生には、渡航前に繰り返えし連絡したが eduroamを準備・利用した学生はおらず、

バックアップ用に準備したゲストアカウントを利用した。（共同利用棟 D では criced203 の

Wi-Fi、一の矢宿舎では宿舎のアカウントを利用） 

 受入学生がキャンパス外で使用するWi-Fiについては、無料Wi-Fiスポットの検索方法を

Pre-Departure Guide に記載した。学生によっては、自国出発前に、成田空港で受取れ

るように、予め SIM を手配していた学生もいた。なお UTSS 寮内では Wi-Fi が使用でき

ず、授業の準備を行うのに不便だったというアンケート回答があった。 

 派遣学生には、実習校のネット環境を伝えたが、現地の町中で使用するよう SIM カードの

アナウンス、SIMフリー設定のリマインドをすると更に良いと思う。 

【国内移動費】 

 学生の負担は坂戸～東京および坂戸～つくばの国内移動費、約 1 万円弱である。アンケ

ートにはこの移動費も本学で負担してほしいという回答があった。 

【寮】 

 坂戸実習の大浴場や個室なく広間を共有すること（雑魚寝）については、事前に写真や動

画で通知していたため特に問題はなかった。坂戸の宿舎ではネット環境が整っていなかっ

たことが唯一の懸念点だったというアンケート回答があった。つくば実習で利用した一の矢
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備考： 20年度の 受入学生に医療機関を利用する学生はいなかった。 

 

医療機関（つくばキャンパス） 

【筑波大学保健管理センター http://www.hokekan.tsukuba.ac.jp/ 】 

・学籍番号のない学生は緊急時のみ対応可。（基本的には不可） 

・医師は全員英語対応可。 

・曜日によって専門科が異なる。 

・大学の保険管理センターでは紹介状のみの発行はできない。 

 

【つくばメディカルセンター・筑波大学附属病院】 

・両院ともに紹介状ない場合は、要・追加料金。 

 

【竹園ファミリークリニック http://www.tkznfcl.jp/ 】 

【つくばシティア内科クリニック https://www.cityia.jp/ 】 

・英語対応可、・駅チカ 

・海外旅行保険証を持参 

・保険にもよるが、病院では全額自費で支払う。（手持ちがない場合等、誰が立替えるかなどまずは

担当教員に相談すること）その後、学生自身が保険会社と手続きを行い、返金されることが多い。 

 

16. 実施校別 今後の課題・提案、所管 

KKU 本学で受け入れた KKU 学生に一人で授業ができない、無断外泊をする学生がいた。他

校受入学生には BEVI やブログ作成を実施しない学生もいる。その他、モニタリング先で

出会った KKU から派遣学生の実習の様子もあわせて考慮すると、派遣学生に対するオリ

エンテーション不足が窺えた。派遣先としても、実習校の指導員や生徒の英語力が不足

し、実習には通訳が必要だったり、それにより手持無沙汰になってしまったりしたため、プロ

グラムの実施目的を再度確認する必要があるのではないか。 

UPI コーディネータが健康上の理由から、実施 1 ヵ月前に 1 ヵ月不在だった間、業務連絡や書

類提出が大変滞った。代理担当の配置や、不在連絡があれ対応しやすかったと思う。在席

時はこれまでのプログラム実施経験から、柔軟で信頼できる対応だった。実習中、担当者

から実習の様子の動画（3 分）が届いた。次回は本学でも作成し、コーディネータ間で共有

してはどうか。 

https://www.youtube.com/watch?v=Z5cqKJeQiPA&feature=youtu.be 

CLSU 学生寮は虫やネズミが出るなど、日本人学生にはハードルが高い。治安を考慮し、学生は

自由に学外に出られなかったが、学内で生活が整えられること、課題が多いことなど、それ

ほど不都合はなかった。プログラムへの取り組みが最も熱心であるため、真剣に教員を目

宿舎は近隣に食料品店がないこと、調理器具がないことが課題である。次回は坂戸からあ

らかじめ調理器具を借りる（郵送）、別の学生寮を利用するなど予め準備が必要。 

BEVI  今回に限り、BEVI 分析は国際室職員が担当した。次回以降は、担当教員があらかじめ、

分析担当者を準備する旨、国際室課長から指摘があった。 

http://www.hokekan.tsukuba.ac.jp/
http://www.tkznfcl.jp/
https://www.cityia.jp/
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指している学生に適している。 



別紙 
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はじめに 海外教育実習の会議報告書：人間系教育学域川口純先生(教育開発) 

 

2016年 10月 12日 

 

Pre-service teacher exchange (SEA Teacher) in South East Asia 2nd Evaluation meeting 

参加報告書 

人間系 川口 純 

 

・開催日：2016年 10月 8日（土）、9日（日） 

・場所：ジョグジャカルタ大学 

・参加国（大学数）：フィリピン（9校）、タイ（10校）、インドネシア（14校）、 

マレーシア（1校）、日本（1校） 

 

・概要： 

１．各大学所属の学生（院生含む）を教育実習生として、国外大学へ派遣する。 

2大学で協定を締結するが、申請書は SEAMEOが取り纏め、調整する。 

            ２．期間は最低 4週間（1週目：受け入れ大学での授業とガイダンス、2，3週目：学校現場での教育実習の

実施、4週目：受け入れ大学での振り返り） 

３．コスト負担：受け入れ大学が宿舎を提供、他の費用（渡航費、食費等）は、全て実習生の個人負

担 

４．単位は原則、認定されない（2大学間でMOUを締結し、認定制度を確立することは可能）。 

５．今後、中国、韓国の大学にも参画を促進する予定 

 

・個別聞き取り情報 

    1．タイの大学は日本から学生を受け入れる方に、フィリピンは日本に送り出す方に関心が高い傾向が

確認される。インドネシアは両方。 

    ２．日本からの受け入れに関しては「日本語教師」、「数学教師」に関心が高い模様。日本への送り出

しには各国とも「英語教師」を想定している模様。 

 

・意義、メリット 

    １．本学の学生にとっては、異文化の中で教育経験を積む事が出来、グローバル時代の教員としての

能力、見識を高める良い機会となる。 

    ２．アジアの学生はもちろん、参加大学の教員も日本の進んだ教授法を取り入れたいという思いが強

く、国際教育協力の実践としても意義が高い。 

    ３．日本の大学はまだどこも参加していない。 

 

・懸案事項 

    １．コストの負担（宿舎、人員） 

    ２．受け入れ校（小、中、高）とのニーズの整合性 



別紙 
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写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１．プログラムのパンフレット         写真２． 2次隊（今夏に実施）のオリエン    

テーションの様子（マカサール大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3．今回の会議の様子           写真４．「学生の教授能力向上」というテーマ    

で CRICEDのスライドが使用される 

 

 

 

 

以上 

 

 

http://seateacher.seameo.org/seateacher/images/albums/2 Orientation Valaya Alongkorn Rajabhat University students, 18 Jan 2016/PIC_0525.jpg
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5.SEA-Teacerパイロットプログラム概要 TSSP開設届 
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7.参加学生 1)募集告知ポスター 
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9.実習内容 各校の実習スケジュール：UPI 

 

  



別紙 

 

34 

9.実習内容 各校の実習スケジュール：KKU 
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9.実習内容 各校の実習スケジュール：CLSU
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9.実習内容 各校の実習スケジュール：筑波大学



別紙 13.実習後所管 附属坂戸高校（受入実習校）Tsuku Comm 掲載記事
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